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日田教育事務所 経営方針説明



教 育 事 務 所 っ て な ん の た め に あ る の ？



日 田 教 育 事 務 所 の 存 在 意 義

役 に 立 つ こと

なんのために？

とは？？



日 田 教 育 事 務 所 の 存 在 意 義

目 的

協働協働

協働 社会に開かれた教育課程

学校の教育
目標の達成

目指す子ども像
育成を目指す
資質能力

「学校評価の
４点セット」

「学校マネジメン
トの４つの観点」

・授業改善
・いじめ･不登校対策
・体力向上、健康課題
・特別支援教育

・授業改善
・いじめ･不登校対策
・体力向上、健康課題
・特別支援教育

個別最適な
学び

手 段

働き方改革働き方改革 「手段」の「目的化」？



日 田 教 育 事 務 所 の 存 在 意 義 ＝ 目 的

子どもたちの有能さを引き出す（顕在化）

・「教育」自体も「エコシステム」の一部である
・教員、生徒、保護者、地域による意思決定を行う
・（上記の）皆が責任を持つ
・学習のプロセス重視で評価、改善を行う
・非線形型発達モデル（⇔型にはまった、標準化
された発達モデル）を想定する

・「診断的評価」重視 ⇒ 「形成的評価」重視へ
・生徒の能動的な学習への「参画」を重視する

目 指 す 学 校 の 姿潜在的な



日田教育事務所の基本的な考え方＝手段 役に立つ日田教育事務所

逆説的に考えて
みましょう



「役に立たない」日田教育事務所の基本的な考え方 “ 存 在 意 義 の な い “
日 田 教 育 事 務 所

A学校：うちの学校は若手職員が多くてね、
みんなよく頑張ってる！ 子ども
も「特性」持ってる子多いしね。
（現状満足？ 教員は疲弊！？）

事務所：ですよねー。しょうがないですよねー。
（困りを把握しない、変革を促さない。）

指導主事：
いつまで講義式の授業中心
ですか？（言いぱなし！）

「マネジメント？
なにそれ？ 必要？」

市町教委：A校で人材育成どう
したらよいでしょう？

事務所：校長の責任でしょ！

市町教委：B校の支援訪問いつに
なります？

事務所：･･･ （失念していた）

「本課からの文書？
“右から左” に各市町(教委)に
流せばいいの！ うちがとやか
く言うことじゃないよ！ 県教
委の責任だろ！」
（おいおい、そもそも「うち」
は県教委じゃないのか？
なんのための「経由文書」？）

事務所はそれぞれの担当が
きっちり言われたことさえ

やっていれば、
何も問題ありません！
学校もそうでしょう！

全く



日田教育事務所の基本的な考え方＝手段 役に立つ日田教育事務所

結果を予測する
（目標を設定する）

自ら目標達成に向けて
計画する

自分が使える能力や
機会を評価･振り返る

自分をモニタ
リングする

逆境を克服する

社会（子ども）に
対して責任を負う



日田教育事務所の基本的な考え方＝手段 役に立つ日田教育事務所

学校が感じているか、
感じさせられるか？

「ダメ出し？」で
終わっていないか？

施策の共有、啓発は
できているか？

実情（実態）から、目的
（到達点）へのプロセスを
説明･共有できるか？

タイムマネジメントは
できているか？

アップ・マネジメ
ントを常に心がけ
ているか？

教育事務所は
個業だけではなく

協業で成果を出す！！

キーワード：同僚性

施策の活用を学校の
実情を鑑みて

『翻訳』できるか？



ビジョン＝基本理念 日田教育事務所エージェンシー

“ チーム日田” 共同エージェンシーを高める

～「Society5.0を生きる子どもの力と意欲の向上」をめざして～

役に立つ日田教育事務所



「いろは歌」より（広瀬淡窓） １７８２年５月２２日

～１８５６年１１月２８日

「鋭きも鈍きも共に捨て難し 錐と槌とに使い分けなば」

○咸宜園の教育

個性を生かすという敬天の真意に発し、そこで学ぶ塾生が己の本性に対
する深い自覚を持ち、俊秀、英才の中にあった多数の平凡な人々も、己を
磨くことに全力を注いだ


